


医療施設調査              　各年10月1日現在

医師・歯科医師・薬剤師調査各隔年12月31日現在

(注）医師・歯科医師・薬剤師については、従業地による。 　資料：茨城県保健福祉部厚生総務課

　 　医師・歯科医師・薬剤師調査は2年ごとの調査による。

 （単位：日、人）

資料：保健センター
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　休　日 ・ 夜　間　診　療　状　況
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茨城県の一般病院数は、10万人あたり6.1ヵ所

　　　　　　　　　　　　　全国47都道府県中27位（平成16年10月1日現在）

　　　　一般診療所数は、10万人あたり54.7ヵ所

　　　　　　　　　　　　　全国47都道府県中46位（平成16年10月1日現在）

　　　　医師数は、10万人あたり150.0人

　　　　　　　　　　　　　全国47都道府県中46位（平成16年12月31日現在）

　　　　歯科医師数は、10万人あたり58.4人

　　　　　　　　　　　　　全国47都道府県中36位（平成16年12月31日現在）

        薬局数は、10万人あたり36.1人

　　　　　　　　　　　　　全国47都道府県中35位（平成17年3月31日現在）　

(単位：人）

※平成17年度は、上段旧下妻、下段旧千代川  資料：保健センター

※麻しんは、14年度より医師会委託にて個別で実施 　

※インフルエンザは、13年度より高齢者（66歳以上）を対象に接種
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  予　防　接　種　実　施　状　況
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資料：「茨城早わかり」平成18年3月

全国における茨城県の医療施設数・
　　　　　　　　　　　　　　　　医療関係従事者数状況
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※学校でのツベルクリン・ＢＣＧは平成15年度より中止 資料：保健センター

率

率

率

率

率

率

率

※平成17年度は、上段旧下妻、下段旧千代川 資料：保健センター

※各検診は、集団検診であり医療機関検診を除く。

（単位：　人）

※乳がん検診は、25歳以上集団検診と50歳以上集団検診の合計とする。また、検診は指触診のみとする。

※平成16年から、30歳以上の方を対象とし、年齢によって超音波検査、エックス線検査を実施している。

　但し、旧千代川はエックス線検査は未実施の為、平成17年度は超音波検査のみ計上してある。

（単位：　人）
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（単位：　人）

289 325 299 326 317 316 323 330 312

71 78 67 82 84 80 82 92 82

3 4 4 9 3 6 6 5 8

62 50 51 54 48 54 60 53 57

   － 1 1    － 2    － 1 4 1

52 64 60 64 46 48 44 51 41

15 22 16 21 27 19 11 29 18

5 4 4 8 3 2 4 3 4

5 5 6 12 7 6 11 11 9

15 29 27 25 32 33 33 20 19

11 17 14 7 12 7 17 18 13

50 51 49 44 53 61 54 44 60

　資料：茨城県保健福祉部厚生総務課

　主 要 死 因 別 死 亡 者 数

総 数

心 疾 患

糖 尿 病

悪 性 新 生 物

区      分 平成8年 9 10 11

肝 疾 患

肺 炎

脳 血 管 疾 患

高 血 圧 疾 患

不 慮 の 事 故

そ の 他

老 衰

腎 不 全

1612 13 14 15

死因の1位は悪性新生物、2位は心疾患、3位は脳血管疾患

 
2004年における年齢調整死亡率の高い死因は、第１位から第４位までは男女とも同じ

で、悪性新生物、心疾患、脳血管疾患、肺炎の順である。しかし第５位は、女が不慮の事
故に対し男は自殺となって、男女で異なった。男女とも不慮の事故は減少傾向であるが、
これは男の自殺率が上昇しているためである。また、男女の死亡率格差は大きい。各死因
とも男は女の約２倍の水準で、自殺は３倍である。なお、男女合計で年齢階級別の死因
トップは、0歳で先天奇形等、1～19歳は不慮の事故、20～39歳は自殺、40～84歳は悪性新
生物、85歳以上は心疾患である。

資料：「統計でみる日本2007」より抜粋
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　　　　　（単位：ｔ）

10,714 11,929 12,613 13,020 13,222 13,536 13,700 13,523 1,329

5,289 5,933 6,312 6,581 6,720 6,873 6,798 6,652 1,731

802 915 846 810 827 803 782 746 746 130

43 57 60 73 31 35 40 32 29 5

2,885 3,508 3,722 4,085 4,267 4,398 4,900 4,849 614

246 247 264 331 331 293 279 256 242 41

140 232 254 368 334 269 355 273 285 95

397 354 350 290 265 310 243 208 116

653 662 592 571 510 430 376 426 125

23 32 40 42 51 47 57 63 72 26

8,174 9,441 10,034 10,666 10,987 11,271 11,698 11,501 788

－ － － － － － － － －

1,451 1,425 1,582 1,429 1,400 1,455 11,307 1,302 270

（注）平成9年度より広域のごみ処理施設「クリンポート・きぬ」で処理。 　　　 資料：生活環境課

  　「粗大ごみ処理施設」では粉砕後、選別を行い、資源化等をおこなっている。

  

●

： 茨城県下妻市中居指字桑原1100番地

： 約39,000㎡

：

：

： ごみ処理施設  100t／24h×2炉

粗大ごみ処理施設    45t／5h

●

：

：

　　：

：

：

：

425資 源 物

カン・ビン

ペット
ボトル

直接搬入

古   紙

処    理    量 8,813

4,596

粗大ごみ

市 収 集

可燃ごみ

粗大ごみ

不燃ごみ

焼  却

直接処理

 施 設 の あ ら ま し

　建　設　概　要

1613 15
平  成
9年度

141110

敷地面積

着 工

　ご　み　処　理　状　況

竣 工

平成6年8月10日

平成9年3月31日

処 理

6,709

－

高 さ

不燃ごみ

　建　築　概　要

煙 突

工 場 棟

ご み 焼 却 施 設

粗大ごみ処理施設

外 筒

内 筒

処理能力

管 理 棟

粗大ごみ
処理施設

17
　下妻　旧千代川

可燃ごみ

区    分 12

2,113

400

1,251

所 在 地

平成9年4月1日から、下妻市・八千代町・石下町(現常総市）・千代川村（現下妻市）のごみを適正に処理す
るため、最大1日当たり200ｔを処理できる全連続式のごみ焼却施設と、1日当たり45ｔ処理できる粗大ごみ
処理施設を兼ね備えた広域ごみ処理施設「クリンポート・きぬ」が操業を開始しました。

鉄筋コンクリート造および鉄骨造
地下1階,地上3階
建築面積  3,054㎡  延床面積6,394㎡

鉄筋コンクリート造および鉄骨造
地下1階,地上3階
建築面積  2,492㎡  延床面積4,162㎡

鉄筋コンクリート造2階
建築面積  632㎡  延床面積1,100㎡

鉄筋コンクリート造  直径6.6ｍ

鋼板製2本   直径1.9m

59m
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（単位：件）

資料：生活環境課

（１）砂　　沼  
（単位：㎎／ℓ）

越戸流入口長  塚  水  門

10. 6.24

11. 7.21

採水場所のＢＯＤ

採     水     日

1.1

1.3

1.2

1.5

そ の 他

騒 音

悪 臭

17. 2.24

平成

12. 3.14

13. 5.22

14. 3.25

8.24

平  成
9年度

廃 棄 物 等

ば い 煙

総 数

汚 水

振 動

4

　－

区    分

18. 3. 7

16. 2.25

4.21

15. 3.10

    4.23

4.26

9

7

28

3

　－

5

10 11 12 13 14 15 16
17

旧下妻　旧千代
川

16

2

68

29

20

　－

1

23

1

1

3

2

9

　－

11 5

2

3

7

101

54

6

2

12

11

1

　－

1

　－

16

8

　－

1

27

8

97

38

5

22

3

20

9

67 118

55

7

12

21

19

　－

19

5

2

　－

1

8

2

　－

9

　－

6 21

2 2

5

1

　公　害　苦　情　発　生　状　況

 砂 沼 ・ 河 川 の 水 質 検 査 結 果

8㎎／ℓ以下 ＢＯＤの環境基準値

4

24

4

　－ 1

4.2

-

1.1

4.6

2.1

2.5

2.2

1.9

1.6

3.5

2.4

2.8

2.3

3.1

   3.0（砂沼大橋）

2.0

2.3

1.6

2.0

3.0

4.2

5.1

（注 １）    砂沼は環境基準が無いため、利用目的が農業用水としての河川のＤ類型と比較した。

（注 ２）    環境基準・・・人の健康を保護し、生活環境を保全する上で、維持されることが望ましい
　　　　　　　　　　　　　 基準として国が定めたもので、基準値は行政上の目標である。
　　　　　　   　　　㎎／ℓ  ミリグラムバーリットル（＝ppm）： 水中の汚濁物質の濃度を表す単位。
           　　　　　　　　1ℓの水の中に汚濁物質が1㎎含まれている場合、この物質の濃度は1㎎／ℓ
　　　　　　　　　　　　　 （1ppm）である。
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（２）小  貝  川
（単位：㎎／ℓ）

 資料：生活環境課

（３）糸　繰　川  
（単位：㎎／ℓ）

 資料：生活環境課

    8.28

    8.28

2.4

2.5

2.3

1.3

5.1

Ｂ Ｏ Ｄ の 環 境 基 準 値

採　　水　　日

1.5

Ｂ Ｏ Ｄ の 環 境 基 準 値

2.8

2.2

14. 2.25 2.2

1.2

16. 2.25

15. 2.27

0.9

9.29

17. 2.24

8.23

18. 3. 7

2.7

14. 2.25

13. 7.23

8.24

10. 2.23

8.23

11. 3.24

18. 3. 7

11.12

15. 2.27

 7.18

17. 2.24

16. 2.25

7.25

3.4

1.5

3.0

採水場所のＢＯＤ測定値 宝橋

（神明） （平沼）

大神橋

1.4

採水場所のＢＯＤ測定値

10. 2.23

8.24

11. 3.24

採 水 日

8.23

13. 9.25

  －

1.2

0.7

2.1

0.8

2.2

1.2

1.7

5.8

2.2

2.0

1.2

2.6

1.9

1.3

2.4

1.1

2.1

5㎎／ℓ以下  

平橋

（堀篭）

寿久橋

（比毛）（平沼） （田町）

江尻橋昭和橋

2.4

3.2

4.9

2.3

2.7

2.9

1.8

3.3

3.2 2.4

1.7

1.9

2.1

3.1

2.2

2.4

4.5

2.5

3.3

3.4

2.9

2.7

5.9 5.9

1.6

4.0

2.2

4.9

1.8

2.6

3.6

2㎎／ℓ以下  

小貝橋（貝越） 祝橋（比毛） 豊原橋（柳原）

1.1 1.0

2.3

2.9

1.2

3.0

0.9

1.2

1.5

1.1

2.0

3.0

1.5

1.6

1.0

1.9

1.5

2.7

2.6

1.6

12.1

6.6

7.4

7.1

0.9

2.1

1.1

1.6

3.0

1.9

1.9

1.9

2.9

2.0

1.9

0.9

2.2

0.8

2.2

2.2

1.8

3.3

4.2

28.0

2.4 3.2 3.5

1.3 2.3 2.0

3.1 2.7

3.0 4.9

8.4

8. 9

4.6 5.5 8.2 4.5

1.8 1.2
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（４）鬼  怒  川
（単位：㎎／ℓ）

資料：生活環境課

 　（単位：人）

資料：生活環境課

0

2㎎／ℓ以下  

　火 葬 場 利 用 状 況

  10. 2.23

      8.24

     11.17

  11. 3.24

 －

 － 0.6

 －

 －

0.9 1.0

1.3

0.9

1.6

1.0

0.9

1.6

 －

 －

 －

 －

 －

 －

駒城橋（尻手）長塚橋（長塚）大形橋（千代川村）

1.7

1.0

1.8

1.0

0

0

0

0

0

0

0

  14. 3.25

10

      9.29

  18. 1.26

      8.28

  15. 2.27

      8.28

　16. 1.29

      8.23

  17. 1.27

14

15

16

Ｂ Ｏ Ｄ の 環 境 基 準 値

採 水 場 所 の Ｂ Ｏ Ｄ 測 定 値

採 水 日

      8.23

     11.17

  13.10.25

12

13

1.6

区      分

平成8年度

9

11

1.3

0.8

1.8

1.1

1.9

1.5

0.80.9

1.9

1.4

 －

0.8

1.5

－ －

 －

 －

 －

3.7

0

0

1.0

2.1

0.5

335 8

0.9

1.0

0

0

0

0

0

0

4
17

旧下妻

旧千代川

341

1106

310

316

332

総   数 死　体 死          胎

341

107

345

343

316

317

322

315

（注） ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
　　　 水中の有機物が微生物の働きによって分解される時に消費される酸素の
　　　量をいい、河川の有機汚濁の代表的な指標であり、数値が高くなるほど
　　　汚濁が進んでいることを表す。

－１３１－
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